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P蚤が高値であった.(考察ラ剰頭殿デ--汐は遇伽 尿

症をこおける腎での㌘代謝累常を澄持Lていた.

教 育 講 演

甲状腺癌の臨床

当院で経験した悪性甲状腺腫は 乳頭癌且舶ぐ儀,8,Q結

昭手術時の年齢構成をみると,未分化癌及び悪性県Jパ

膝は全例50才はL二で平均鵜.7才といわゆる癒年齢をこ冊か敦

ド::し､･丁:)ハi-I.JILL.1円lこ腺分侶品.L=廿か/･洲目しトー:

万遍無く分布し,平均5敷5才と様相を輿をこしている.

組織門出粒∵潮軒1.,存寸言:}言藍 .r,十'_九州緑.Ll.机い

渚腹痛7伝書臓と:筆後が窺い殿をこ比し,未分化癌は0%で

:i-1亘 ･･.:雄､申帖r_悲㌣巨 二･､陣1.'川りl宮木j:,.

乳頭癌‡兼職癌を合わせた分化癒ぼ癌翻常識では考え

られないほど発育が緩徐でテ死なない癌として扱われて

いる場合が多埼ある.しかし 手術後の5年生存率でみ

ると,観治手術例は88中2%であるのをこ放し,非櫓治例は

{)(;.(1い､,.通じ甘転移例は･1(i.IIlOoI:守極上l十･:::L樟二､.

近年,分化癌の観梅の中をこ充実部分環)ある症例は予後

イ勺十こ,低分冊南上して独立して扱:)べき二守.:工二提唱

浮れてきた申我 の々検討でも,術後,癒死もしくは担繍

親態の症例は商馴転癌22･5%である捌こ比し 低分化癌

は63,6%と着意をこ高頻度であったヰこれらの症例は,翠

状腺全摘欝ま31王療法が必要と思う中

分化癌遠隔転移例の唯-の治療である畳語月療法も,

腫癖径洩セソチ未満の小さな物しか効かず,できるだけ
早期をこ行なうべきである申

未分化癌は食倒,術後,8カ月未満で死亡している血

効果殿ある治療は鮪照射と菅ぎ転学療法で唯-効くのはシ

スプラチッである如また,莱馴ヒ癌の多くは馴ヒ癌から

当院で経験した髄様癌はいずれもCEA高儀で尾い

だきれており,C琵Aの上がる唯心の甲状腺癌である.

窓捜リンパ腫は急速に樺太するのが特徴で学外照射と
化学療法が効く.
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